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ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

　

第
３
次
行
政
改
革
で
決
め
ら
れ
た
、
受

益
者
負
担
の
適
正
化
に
つ
い
て
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　

公
共
施
設
の
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
利

用
者
が
公
平
な
負
担
（
受
益
者
負
担
）
を

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
体
力
ア
ッ
プ
、
健
康
増
進
や
文

化
の
向
上
、
青
少
年
健
全
育
成
に
貢
献
し

て
い
る
団
体
な
ど
に
つ
い
て
は
、
使
用
料

が
減
免
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

受
益
者
負
担
と
町
へ
の
貢
献
に
つ
い
て
、

行
革
本
部
で
検
討
を
し
て
い
ま
す
が
、
多

く
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聴
き
、
参
考
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

施
設
を
利
用
す
る
方
に
は
、
利
用
申
し

込
み
の
窓
口
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
布
し
ま

す
の
で
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
比
町
行
政
改
革
推
進
本
部
事
務
局
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川
口
さ
ん
は
笑
顔
で
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
敬
老
金
は
大
好
き
な
孫
や
ひ
孫

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
買
う
た
め
に
使
わ
せ
て

も
ら
い
ま
す
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。

　
「
好
き
嫌
い
を
せ
ず
に
何
で
も
食
べ
て
、

睡
眠
を
多
く
取
る
こ
と
が
、
健
康
で
長
生

き
す
る
秘
訣
で
す
」
と
川
口
さ
ん
は
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

町
に
は
、
八
十
歳
以
上
の
高
齢
者
が
千

八
十
八
人
（
九
月
一
日
現
在
）
い
て
、
最

高
齢
者
は
百
五
歳
に
な
る
女
性
で
す
。

　

九
月
十
八
日
の
敬
老
の
日
を
前
に
、
八

十
歳
以
上
の
高
齢
者
の
自
宅
な
ど
を
、
各

地
区
の
行
政
協
力
員
、
民
生
委
員
、
社
会

福
祉
協
議
会
役
員
ら
が
訪
れ
、
町
か
ら
敬

老
金
を
贈
り
、
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

　

八
月
三
十
一
日
、
町
長
が
百
二
歳
（
町

内
二
番
目
の
高
齢
者
）
の
川
口
鈴
子
さ
ん

が
入
所
す
る
「
一
期
一
会
荘
」
を
訪
れ
、

敬
老
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
「
ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。肌

が
ピ
チ
ピ
チ
で
顔
色
も
よ
く
、
べ
っ
ぴ
ん

さ
ん
で
す
ね
」
と
町
長
が
話
し
掛
け
る
と
、

８０歳以上高齢者数　　 （平成１８年９月１日現在）
敬老金支給対象者数

行政区
合　計（内１００歳以上）９０歳以上８０～８９歳
２０４１６横 松
１６１１５萩
８０１３６７宮 津
３６１７２９宮 津 団 地
２５２２３宮 津 山 田
５４９４５板 山
４４５３９福 住
９４５福 住 園 高 台

９３１３８０白沢（日生含む）
２０２メ イ ツ 巽 ケ 丘

２００２０白 沢 台
４５１１２３３高 根 台

１３２１２２１１０草 木
６６１３５３坂 部
９４２３５５９卯 之 山
３１５２６阿 久 比 団 地
６６１０５６阿 久 比
３７９２８椋 岡
３２７２５矢 口
２７４２３高 岡

１０９２７８２植
５０６４４大 古 根

１,０８８５２０８８８０合　計

８０歳以上の高齢者 
　　　　 町内で１,０８８人 
８０歳以上の高齢者 
　　　　 町内で１,０８８人 

川口鈴子さんに敬老金を手渡す町長


